
　　　　　平成２９年度越谷市食品衛生監視指導計画（案）に対する意見等に対する市の考え方

ご意見の内容 ご意見に対する市の考え方

　越谷市・さいたま市・川越市・埼玉県とそれぞれが食品衛生監視指導計画を作成し、その結果に
ついてもそれぞれで作成をおこなっておられます。消費者として公表された計画、報告書を拝見す
る際、検査計画・報告など同じことをおこなっていても、文章表現が一致しておらず理解することが
難しい状況もあります。越谷市におかれましては、埼玉県・さいたま市・川越市の間で連携をとり、
より消費者にわかりやすい計画と報告の作成を要望いたします。
　また、計画公表時期につきましては、予算措置も含めた実効性のある計画とすることや、市民と
のコミュニケーションを充実させるためにも、年内を目安に公表できるように検討をお願いします。

　埼玉県、さいたま市及び川越市とは定期的に意見交換、情報共有を図っているところです。引き
続き、県内自治体と密接に連携し、計画の内容や結果の公表の方法、表現等の改善に努めてまい
ります。
　また、ご指摘を踏まえ、12月中に素案を公表し、皆様からのご意見を募集できるよう努めてまいり
ます。

（１）　保健所
が実施する
監視指導

ウ　監視の内
容（個別事
項）（イ）ｂ

　平成27年12月には農産物直売所・道の駅における表示に不適切なものが多いとして、消費者庁が集
中監視をおこないました。越谷市内にも2 か所の直売所があります（越谷市農業振興課ホームページよ
り）。安全にこうした施設を利用できるように、監視指導計画の中に、農産物直売所に対する表示の監視
指導強化を盛り込んでください。

　ご指摘を踏まえ、農産物直売所等の地域性が高い施設に対す表示の監視指導について追記しまし
た。

（２）食肉衛
生検査所が
実施する監
視指導

イ　監視の内
容（ア）

　食肉処理場で実施されていた生後４８か月超の国産牛ＢＳＥ検査は廃止されますが、食品安全委員会
プリオン専門調査会の評価書の中では、引き続き、全てのと畜される牛に対すると畜前の生体検査が
適切に行われなくてはならない。２４か月齢以上の牛のうち、生体検査において、運動障害、知覚障害、
反射異常又は意識障害等の神経症状が疑われたもの及び全身症状を呈するものを対象とするＢＳＥ検
査が行われる必要があるとされています。本計画においても、と畜場への監視内容もしくは、と畜場･食
鳥処理場における検査の項目に、ＢＳＥに対する対応として、記述することが必要であると考えます。

　ご指摘を踏まえ、生体時の異常牛の検査について追記しました。

５　食品等の
検査

（１）食品衛
生法に基づく
食品等の検
査予定数

　微生物検査の検査予定数が、昨年の計画にくらべ、１０検体２０項目少なくなっています。収去による
検査は食の安全を守るためには欠かせないものと考えております。他の検査項目については大きな変
化がない中で、微生物検査を減少させた理由について、お聞かせください。

　将来的なＨＡＣＣＰの義務化に備え、食品等事業者に対するＨＡＣＣＰの考え方に基づく衛生管理体制
の推進が急務になっております。市では、検査検体数を削減した分、ＨＡＣＣＰ推進のための助言・指導
を強化し、食品衛生の向上を目指します。

８　食品衛生
自主管理の
推進と体制
の確立

（１）　食品衛
生自主管理
の推進

　ＨＡＣＣＰについては、平成３０年に食品衛生法など関連法案改正をおこない、義務化する動きが加速
しています。消費者団体としても、ＨＡＣＣＰ導入型基準を導入する事業者が増えることは食の安全を確
保するためには重要であると考えます。本計画の中でも、ＨＡＣＣＰ推進が計画されていますが、越谷市
として具体的な指標を持って推進するべきではないでしょうか。

　HACCP導入型基準を推進することは、食品衛生の向上の観点から有効です。監視指導、衛生講習会
等の機会を捉え、施設の状況に応じた助言・指導を実施することでより多くの施設がHACCPを導入でき
るよう支援してまいります。

　埼玉県においては「食の安全県民会議」、さいたま市においては「さいたま市食の安全委員会」など、
市民を交えて食の安全について話し合う場を設けています。　中核市として発展されている越谷市にお
かれましても、市民とのリスクコミュニケーションの場を設置することを要望します。

　市民の食の安全・安心を確保するため、リスクコミュニケーションを実施することは重要です。今後は、
リスクコミュニケーションの実施方法（対象者、実施時期等）について、検討してまいります。

（３）出張講
座等による
普及啓発

　食品ロスを削減するためには、消費者自身が、賞味期限や消費期限の違いなど、正しい知識をもとに
行動することが求められていると実感しております。埼玉消団連でも様々な取組みをとおして、情報を発
信していきたいと考えております。越谷市においても、多くの機会で市民への周知を進めていただきた
いと思います。

　引き続き、出張講座や研修会等を通じ、食の安全・安心に係る情報提供・普及啓発に努めてまいりま
す。

記 述 箇 所

全体

４　施設への
監視指導

９．市民等に
対する情報
提供・普及啓
発について



１０．食の安
全･安心確保
に携わる人
材の養成及
び資質の向
上

　子ども食堂、高齢者を対象とした食事会など、地域住民どうしで、世代を超えて支えあう取り組みがひ
ろがっています。これらの取り組みは、地域コミュニティとして重要な役割を果たしています。こうした場を
守るために越谷市としても、柔軟な対応･状況の把握、衛生面での適切な指導をおこなってください。

　越谷市内では、すでに子ども食堂や高齢者を対象とした食事会が開催されています。市では、これら
の取組みの基本理念を大切にしつつ、食中毒等の健康被害の発生を防止するため、取組みに関わる
人への衛生管理に関する知識の普及啓発等に努めてまいります。


